
　　発達を促せるように、一人ひとりを大切にする
　　・生きぬく力、人のいたみのわかる　子どもを育成する
　　・自己肯定感、自尊心の持てる　子どもを育成する
　　・仲間とあそぶことにより、社会的な人格を形成するための基礎を育成する
　　・自然に触れることにより、子どもの感性を育成する

令和3年度 自己評価シート

認定こども園 おりーぶの森

1．教育・保育理念

　　子どものよりよい成長と発達を願い　子どもには楽しさを　保護者には安心を　第一義に考え
　　地域になくてはならないこども園を目指す

2．教育・保育方針

3．評価項目の達成及び取組状況

評価項目 取り組み内容 自己評価

職員間の共通理解を図りながら、幼保
連携型認定こども園教育・保育要領を
踏まえ、園の理念・方針にしたがい、
全体的な計画を編成・実施している。

教育・保育要領を理解し、保育の中でどのよう
に反映させていくかを職員会議や園内研修な
どの機会に職員間で話し合い、共有し、活か
している。

A

指導計画は、幼保連携型認定こども
園教育・保育要領、全体的な計画、子
どもの実態などをもとに考えて作成し
ている。

全体的な計画や教育課程をもとに各種指導計画を作成してい
る。年度末の職員会議には、子どもの実態をもとに、年間指導
計画の見直しを図っている。月間指導計画や週案等について
は、日々の子どもの育ちや成長をしっかり捉え子どもの成長や
興味関心に基づいて作成し、毎月の職員会議において共有し
ている。

B

子どもの実態を的確につかみ、具体
的な手立てを講じる。

日々の保育の中でのエピソードなどから、子どもの育ちを捉え振
り返り、翌日の保育へと繋げている。日々、子どもの主体性を大
切に考え尊重し、興味関心を十分満たしていけるような環境構
成や子どもとのかかわり方について具体的に考え、保育の充実
に努めている。

A

各クラスの成果と課題を報告する。

日々のミーティングや職員会議で、保育の中でのエピソードやクラスの様
子などを報告したり、クラスだよりなどによって共有することで子どもへの理
解を深めたり、各クラスの保育内容を共有している。定期的に全担任が参
加するクラスミーティングを行い、保育の充実を図ることができた。また、特
別な配慮の必要な子どもや保護者についても情報を共有し全職員で一貫
したかかわりができるよう努めている。

A

子どもの良さを認めて評価しようとして
いる。

一人ひとり、発達課題が異なり、また、一つ一つの行動にはその
子なりの意味があることを理解した上で、受容、共感することを
大切にかかわっている。

A

あそびを通して工夫したり、協力したり
する姿が見られる。

子ども同士でのあそびの中で、共通の目的を持って相談したり
工夫するなど、意欲的にあそびを広げている。保育教諭は子ど
もの主体的な活動を大事にかかわるよう努めている。子どもの興
味関心に気づいて感性豊かにかかわり、必要な援助や環境整
備をさらに充実させていきたい。

B



規則正しい生活習慣の定着、手洗い・
うがいの定着等に向けての指導を行
う。

新型コロナウイルスによる日々の手洗いの徹底やマスク着用などの新たな
生活習慣は定着しているが、マスクの正しい着用については、指導が必要
である。「ノーテレビ・ノーゲームデイ」に積極的に参加する家庭も多く、メ
ディアとの付き合い方や、親子の時間の使い方など、各家庭でも見直す
きっかけになっている。看護師による保健指導では、からだのしくみや生
活習慣について学ぶとともに、手洗いの実践等を行った。丁寧な見守りや
かかわりを行い、子ども自身がしっかり獲得できるようにしていきたい。

A

季節の草花を園庭に植える。
生き物を飼育する。
各コーナーのおもちゃ、絵本の充実を
図る。

園庭に草花や木々があり、草花や虫などには身近に触れること
ができる環境がある。子ども達はそれらを積極的にあそびに取り
入れている。また、子どもの興味関心や発達にあったおもちゃや
絵本を取り入れ、子どもが自主的に図鑑で調べたり、試したりす
る姿が見られている。

B

行事は、全体的な計画、園の理念・方
針を踏まえ計画し、目標・実行･評価･
改善のサイクルを確立する。

新型コロナウイルス感染症対策を踏まえた上で、行事指導案を
作成してきた。ねらいや内容を明確に示し、指導案を基に実践
している。行事等はコロナ禍でできる最善を考え実践した。評
価、反省、改善点等は端的にまとめ職員で共有し、次年度へス
ムーズに繋がるよう努めている。

B

衛生管理を徹底し、感染症の予防と
集団感染を防ぐ。

看護師による毎日のドアノブの消毒、おもちゃの洗濯や消毒、保育室の消
毒などをより徹底し、新型コロナウイルス感染症を含む各種感染症の予防
や感染拡大防止に努めている。また、30分ごとの換気を徹底し、食事の際
についても飛沫防止に配慮し行ってきた。感染症が確認された際には、
室内環境の消毒を徹底的に行い、また保育環境を工夫し感染拡大を防ぐ
ための対策を行った。

A

特別支援教育の理解を深め、該当児
に個別の配慮をしながら、発達の支援
をする。
家庭、医療機関、関係機関等との密な
連携を図る。

特別な配慮が必要な子どもに対しては、家庭や関係機関との連
携を図りながら、一人ひとりの発達特性や障がいについて十分
に理解した上で、個別の支援計画を作成し支援にあたってい
る。また、他児とのかかわりの中で成長していけることを大切に
捉えながら、クラスとしてかかわっている。

A

小学校へのスムーズな接続が図れる
ような工夫や取り組みを積極的に行
う。
幼保小連携研修に参加する。

新型コロナウイルス感染症のために、例年通り小学校の生徒との交流等を
行うことはできなかった。しかし、就学意識を高めるために、3月には近隣
の小学校の先生方に協力を得て、校庭からの授業見学を行うことができ
た。また、子ども達が入学するいくつかの小学校をバスで巡ることもでき、
就学を控えた子ども達にとっては、とても貴重な機会となり、安心感や期待
感へと繋げることができた。

B

職員の安全管理の意識を強化する。火
災・地震などの災害発生時、不審者侵入
時の安全確保のための通報・避難・保護の
方法手段を共有し、訓練を行う。防災・防
犯マニュアルを策定する。

毎月の避難訓練やその他様々な災害を想定した訓練を行い、
非常時に対する意識を持てるようにしている。防災・防犯マニュ
アルを基に、災害時や非常時について周知し共有している。今
後さらに様々な想定での訓練を行い、全職員が非常時の対応
について主体的に判断し動けるようにしていけると良い。

B

園だよりやホームページ等で、教育・
保育の状況を伝え、保護者と情報共
有を図るとともに、理念・方針への共通
理解を図る。

行事の様子やエピソード、ドキメンテーションなどを園だよりやホームペー
ジ等でわかりやすく伝えている。送迎時には子どもの様子を保護者に伝
え、共に成長を喜ぶ機会になっている。保育参観や絵画展では、描画活
動やリズム遊び、はだし保育の実践を報告・共有することができた。絵画
展が行えなかったクラスにおいては、コドモンの動画配信によって伝えるこ
とができ、園の理念や方針への理解を深めることができてきている。

B

地域の子育て家庭に対して、子育て
に関する情報の提供や気軽に集える
交流の場を提供している。

子育て支援「たんぽぽのへや」を週2回、園庭開放を週に1回
行っている。子どもの主体的な遊びを大切にし、その重要性を
伝えるよう心がけている。また、看護師による保健相談や育児相
談等、母親に寄り添い支援を行っている。しかし、今年度は新型
コロナウイルス感染症の感染拡大を受け、休止期間が多くあっ
た。

C

教育・保育の質の向上のために、園内
研修を充実させる。また、各研修会や
研究会に積極的に参加し、職員に情
報提供や資料提供をする。

学び続ける姿勢を大切にし、職員一人ひとりの技能・技術の向上を目指し
ている。今年度は、新型コロナウイルス感染症のため、園外の研修やキャ
リアアップ研修についてはリモートでの研修がメインとなり、例年と比べると
研修会への参加が少なかった。全職員での園内研修では、「リズムあそ
び」について実践中心の研修を行い充実を図ることができた。実践するこ
とにより、より理解が深まり、保育の充実へと繋がっている。

B

職員の心得を熟読し、職員としての質
の向上をはかる。

一人ひとりが十分自覚を持って、子ども、保護者、
職員とかかわり、当事者意識を持ち、主体的に保育
に当たるようにしている。さらに、一人ひとりが向上
心と意欲を持って取り組む必要がある。そして、全
職員が楽しく職務を全うできるようになると良い。

B



4．総合的な評価結果

「3．4．」の評価結果の表示

理　　　　　由 自己評価

新型コロナウイルス感染症による新しい生活様式の中でできる最善の保育について考え、おりーぶの森の全体的な計画、教育課程、年
間指導計画をもとに子どものよりよい育ちを目指し保育を行ってきた。夏まつりや運動会をはじめその他の行事の実施方法については、
子どもを中心に捉え、保護者の理解を得ながら実施した。コロナ禍の行事のあり方については、その都度できる限りの最善の方法を考え
て行う必要がある。
　今年度の園内研修では、リズム遊びを実践し職員全体で改めて学び、共有した。体の発達や一つひとつのリズムの動きについて確認
することでその充実を図ることができた。次年度におても、子どもを中心に捉え、保護者とともに、コロナ禍でできる最善の教育・保育、遊
びについて考えていきたい。

B

評価

十分達成されている A

達成されている B

取り組まれているが、成果が十分でない C

取り組みが不十分である D

５． 今後取り組むべき課題

課　　題 具体的な取り組み方法

コロナ禍における行事の充実を図る

コロナ禍の制限がある中でできる、子ども主体の行事の在り方
についてその都度考えていく。子ども中心であることは勿論、
保護者が子どもの成長を喜ぶ機会であることも大切に捉え、
総合的に考えていく。

令和3年度　保護者会会長

子ども一人ひとりにしっかりと目を向けていただき、我が子が大切にされていることが感じられました。
令和3年度も新型コロナウイルス感染症のため、行事が変更されたり中止になったりすることもありまし
たが、その都度相談していただきました。感染対策をしながらできる限り行事を行わせてあげたいと、
難しい判断に奔走していただいた先生方にはとても感謝しております。本当にありがとうございました。
更なるご発展を期待しております。

地域の人々との繋がりを深め、園理解
を図る

日々の保育の中で、地域との繋がりを意識していきたい。また、HP情報を最
新のものにするとともに、HPやおたより、行事等を通して、園の子ども達の姿
を配信していくことで、地域の人々にも園の教育・保育を理解していけるよ
う、努めていく。さらに散歩等で地域の人と挨拶を交わすことなどから、かか
わりや触れ合いを深め、地域に根ざしていけるようにしていく。

子どもの豊かな発達のための保育（リ
ズム遊び、描画活動）の充実を図る

子どもの発達を適格に捉え、ハイハイ、歩行、箸の使用、手先、指先
の使い方など、全身の発達の様子に目を向け、リズム遊びを中心に
その他、発達を促せるような活動やあそびを充実させていく。また、
「絵は目で見るものではなく、耳で聴くもの」を合言葉に日々取り組ん
でいる描画活動についても、生活に根差した生き生きとした描画をの
びのびと表現できるよう、日々の保育の充実を目指す。

園外保育（遠足、散歩）の充実を図る
園外で経験や体験させたい事柄についてねらいを持って目
的地を設定し、遠足や散歩を十分楽しんでいく。

令和3年度 保護者・学校関係者評価


